













































































お互いの役割を ｢伝え､ 見せる｣ ことが必要で
あるということを､ 実践例を交えながら語って
いただいた｡
















































































































岩 崎 順 子 氏
(高知県立大学看護学部 修士１期)







































































































































































































佃 勇 輝 氏
(高知医療センター 61期)
横 山 祥 子 氏
(高知大学医学部附属病院 60期)
福 島 怜 美 氏
(佐川町役場 61期)













あり､ 自分の ｢看護｣ を実践する難しさなどが語
られた｡ 参加者からも､ 新人として覚えることが
たくさんあり､ 多重課題に日々取り組む悩みが共
有された｡ そのような中で､ ターニングポイント
といえる出来事､ 例えば急変や困難な事例に直面
した時に､ 身近な先輩の姿を目の当たりにし､ 先
輩がどのように看護しているのかという意図を知っ
たり､ 先輩の体験を聞く機会を得るなど､ 先輩の
指導を得て考えながら看護実践する日々を重ねて
成長してきた過程が語られた｡ また､ 新人ならで
はの悩みを共有したことで､ ｢自分だけじゃない､
皆も同じように取り組んでいる｣ ことを知り､ 明
日からも頑張ろうと思えたようである｡ 参加者も
改めてそれぞれがそれぞれの場所で専門性を追求
し､ 責任をもって対象に向き合うことの大切さに
気づくことができたのではないかと考える｡
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